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平成27年２月23日 

各      位 

会社名 株式会社ウェッジホールディングス 

代表者名  代表取締役社長兼CEO 此下 竜矢 

（コード2388 東証ＪＡＳＤＡＱ市場） 

問合せ先 開示担当       横山 幸弘 

（TEL 03 － 6225 － 2207） 

 

｢当社ファイナンス事業の2014年決算説明会解説｣ 

～ＧＬ 2014年過去最大売上と利益の急回復、今後のASEAN展開を解説～ 

 

 

当社の重要な子会社でありますタイ上場リース会社Group Lease PCL(以降ＧＬ社) は2015年２月12日に2014

年決算を発表し、アナリスト、ジャーナリスト約50名の集まる中、同社会長兼CEOの此下益司氏が決算説明を行

いました。 

当該説明会内容につき、当該説明会で使われましたプレゼンテーションの翻訳をご紹介するとともに、それぞ

れのページにつき説明しました内容を補足しております。 

当該説明会の要旨は以下の通りです。 

１、 ＧＬ社は2014年３Qまで積極的に事業拡大の投資を行っており、その成果として売上が過去最高を記録した 

２、 タイ国内の収益性が拡大し、カンボジア事業も拡大したことで利益が急上昇し、実質的に過去最高益を達成

した 

３、 今後もCLMV諸国に積極的に拡大をしていく 

 

 

 

   ン ー  ン中の此下益司GL会長兼CEO 
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以 上 

たくさんの報道陣アナリストが詰めかけた 

 くの    問が さ      ー ア    が   が ん  



2013年から続いた不調期を経て、
2014年Q4では 
 
• タイ市場の復調 
• カンボジア拠点（GLF）が利益
貢献開始 

 

ターゲット市場はアジア、特に
CLMVに注力。 
 

復調のポイント、次のターゲット
についてご説明したい。 



プレゼンのテーマは 
 
① Thanaban 

 
② GL Finance（カンボジア） 

 
③ 次のターゲットたるラオス  

GL Leasing  
 

④ ミャンマー、ベトナム市場 





Q3までに積極投資。 
• 2014年7月にThanaban買収 

• カンボジア全土への拠点展
開完了 
 

対前年同期比 
• 資産で20億バーツ 
• ポートフォリオで17億バーツ 
増加した。 
 
これからが収穫の時。 
 
 
利益9,300万バーツ中、 
• タイで7,200万バーツ 
• カンボジアで2,200万バーツ 

 

カンボジアのポートフォリオ（営
業貸付金総額）はタイの1/7にも

関わらず、この利益貢献。利益
がタイを超す日も近い。 



資産において 
Q1-2で2~300万USD増に対し 
Q3-4で4~500万USD増と急速に
増加 
 
これは、Q3における 
① Thanaban買収 
② カンボジア集中投資 
③ GL自身の復調 
が要因。 
 

タイ市場が不調の時にも継続的
に投資を続けてきた結果、状況
は改善。 
今こそ収穫の時を迎えた。 
 
今Q4は、四半期ベースで過去最
高を記録。 
2015年の見通しは明るい。 





2014年7月に買収 



銀行傘下のお堅いイメージ 
だったThanaban 
 
ブランド、ロゴを変えることで、 
ブランドイメージを刷新。 



他社に先駆けて展開する 

オートバイ担保ファイナンス
“Moto-4-cash” 
 
現在、新規契約は月1,000件水
準にまで成長してきた 





ターゲットとする顧客層は、 

生活費以外に消費できる現金を
毎月50USD以上もつ人たち 
（赤丸部分） 
 
CLMVにインドネシアを合わせる

と、ターゲット層にあたる人口は
6億人 
 
また平均年齢がミャンマーで19
歳、ラオスで25歳（オートバイ購

買層としても、国の経済成長見
通しとしても有望な数値） 

そういう意味でも、大きな可能性
を秘めている 
 

我々の顧客は約２０万人弱だが、
さらに３０００倍の市場がある 



バイクファイナンス拠点が 
131拠点 
 
クボタ農機具ファイナンス拠点が 
22拠点 
 
農機具購入者の実に44～45%が
ファイナンスを利用 
 
 

投資は完了、あとは営業をかけ
収穫するのみ。 



オートバイファイナンスの契約数
は急速に増加 
 
12月末時点での契約数累計は 
約15,000件 
 
月契約数は約１６００件に 
前年同月比で２倍強にまで伸長 
 

今年はオートバイファイナンス月
間５０００台を目指す 
 

農機具ファイナンスは１年経ち、
本格的に稼働し始めた 
 

１件あたりのファイナンス額が
オートバイの２０倍近く、急速に
ファイナンス累計が伸びている 



プノンペンで全体の約半分を 
稼いでいる。 



11月から始めたTVコマーシャル
の効果が高い 



カンボジアの顧客のうち 
• 45%が持ち家に居住 
• 27%が家族と同居 
 

こういう事情から、担保権実行後
の債務不履行率はほとんどゼロ 
 
タイの顧客では 
持ち家率1%に満たないことからも 

カンボジア顧客がいかに優良か
が伺える。 



クボタのポートフォリオ伸長が 

顕著。（農機具１台はオートバイ２
０台契約と考えて良い） 
 
 
GLF全体のポートフォリオのうち、
クボタが310万USD、17%を占める
までになっている。 
 
2015年は、GLF全体のポートフォ

リオを、現状の１８百万ドルから３
倍まで引き上げる。 





現在、当局長のファイナンスリー
スライセンス署名待ち 
 
従業員は当初6名（写真） 
現在は40人になり、事務所も移転 
 
2015年には、従業員数200名を 
越すと予測している 





ミャンマーは既に複数のエージェ
ントとコンタクトを始めている。 
 

ベトナムはホーチミン・ハノイの両
方において買収先を視察した 
 

今後とも積極的に拡大を志向す
る 
 



当社は２０１３年にはSETより最優秀 
上場企業の一つとして賞をいただいた 
 
今後もこの栄誉ある地位をさらに発展 
させていきたい。 


